
平成３１年度 事 業 計 画

我が国の経済は、内閣府が平成３１年２月に公表した月例経済報告によりますと、

「平成３１年度は、同年１０月に消費税率の引上げが予定されている中、経済財政

運営の基本的態度の政策効果もあいまって、雇用・所得環境の改善が続き、経済の

好循環が更に進展する中で、内需を中心とした景気回復が見込まれる。」と

される一方、「通商問題の動向が世界経済に与える影響や、中国経済の先行き、

海外経済の動向と政策に関する不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意する

必要がある。」とされるなど、依然として不透明な状況にあります。

こうした状況の中、過去に培われた経験と能力を活用し働くことを通じて仲間づくり

や健康の維持、そして社会参加の喜びを得、ひいては地域社会の活性化に貢献しようと

いった理念をもつシルバー人材センターの役割はますます重要性を増してくると考えて

おります。

本年度も会員の皆様と共に役職員が一丸となって我々のシルバー人材センターの更な

る発展のため「自主・自立、共働・共助」の理念を実現するよう積極的に活動を展開

し、市民の皆様から信頼されるセンターづくりに努めてまいります。

　重点事業計画
１．就業機会の確保、拡大促進

事務局による市内事業所等の訪問や就業開拓推進員を配置して個人家庭・事業所等

に対して新たな就業機会を開拓し、会員のニーズに応じた職種を受注要請、未就業

会員の解消に努めます。また、適正就業を図るためペア就業やワークシェアリング

　就業の推進に努めます。

２．会員の増強と普及啓発活動の推進

会員の増強と地域社会及び発注者から一層の理解と支援を得るため市広報紙に掲載

　し、街頭での啓発パンフレットを配布し地域に密着した普及啓発活動を進めます。



３．福祉・家事援助サービス促進事業

少子高齢化社会の急速な進展に伴い福祉・家事援助を必要とする高年齢者が年々増

加しておりこれらに対応するため会員の技術向上に努め、安心して暮らせる地域福祉

の支援をめざし会員を対象とした研修会等を積極的に開催して就業体制づくりに努め

　ます。

４．安全就業の推進

会員の安全就業が基本であり事故防止対策については安全講習を実施、安全委員会

及び安全・適正就業推進員との連携による適切な指導、助言の推進に努めます。

また、就業現場の巡回を行い、「安全就業への自覚」と「強い責任感」を喚起すると

ともに就業先の状況把握とともに安全意識の啓発、高揚をめざします。

５．シルバー派遣事業及び有料職業紹介事業の推進

センターが仕事を受注する際、その内容を十分に確認し、高年齢者の多種多様な

就業ニーズに応えるとともに、適正就業の推進に沿って、シルバー派遣事業及び

有料職業紹介事業の適正な運営に努めます。

６．高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の推進

少子高齢化に伴い今後、労働力の大幅な減少が見込まれるなか女性の社会進出

の後押し、現役世代の雇用環境向上のため、シルバー人材センターにおける育児

分野、人手不足分野等での高齢者の活躍の場の創出を推進していくため、事務局と

　派遣事業推進員が連携して事業を推進していきます。

７．その他の事業

事務局職員の資質向上を図るため、関係機関等の主催する各種研修会に積極的に

　参加するとともに他市センターとの情報交換に努めます。


